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■ 美術館の調べ

１０月１１日（土）
農頭奈緒 ヴァイオリンリサイタル
～深まる秋をロシア音楽とともに～

＜演奏曲目＞ チャイコフスキー「なつか
しい土地の思い出」より／プロコフィエフ

「ヴァイオリンソナタ第2番 ニ長調」ほか

＜出演者のひと言＞ 秋にふさわしく少し濃
厚なロシアの香りの作品を集めてお待ち
しております。音楽と共に素敵な休日を。
◎農頭奈緒（ヴァイオリン。大阪音楽大大学院修了。
日本演奏家コンクール第3位。県立芸術文化セン
ター管弦楽団レジデント・プレイヤー）◎井上いづみ

（ピアノ。大阪音楽大卒業、同大学院修了）

エントランスホールにて　14:00～　無料

■ 美術館の調べ

１０月１８日（土）
近藤礼美　山下梨乃
ジョイントコンサート
＜演奏曲目＞ トスティ「漁夫は歌
う」／レオンカバッロ「朝の歌」／山田耕筰「待ちぼ
うけ」／シューマン「フモレスケ 作品20」ほか

＜出演者のひと言＞ 高校時代から一緒に歩んできた
音楽の世界。秋の一日、二人が奏でる名曲をごゆっ
くりお楽しみください。◎近藤礼美（ソプラノ。神戸
女学院大卒業。第26回兵庫県独奏独唱コンクール
声楽部門銅賞受賞。関西二期会オペラ研究所本科
生）◎山下梨乃（ピアノ。神戸女学院大卒業、同大
学院2年在学）

エントランスホールにて　14:00～　無料

■ 美術館の調べ

１０月２５日（土）
岡本暁子 ピアノリサイタル
～バッハ、ショパン、ブラームスの世界～

＜演奏曲目＞ バッハ「平均律クラヴィーア
曲集Ⅱ巻より20番イ短調」／ショパン「エチュード」／
ブラームス「ピアノソナタ １番」ほか

＜出演者のひと言＞ ２度目の出演です。兵庫の皆さま
に再びお会いできるのを、とても楽しみにしておりま
す！ ◎岡本暁子（ピアノ。桐朋学園音楽学部ピアノ
科卒業。モーツァルテウム音楽大大学院修了。パド
ヴァ国際コンクール第１位）

エントランスホールにて　14:00～　無料

 文化の日に贈るクラシックコンサート

１１月３日（月・祝）
水澤節子＆ディーヴァたち

＜演奏曲目＞ 秋のうたメドレー／オペラ「蝶々夫
人」より「ある晴れた日に」／オペラ「メリー・ウィ
ドゥ」より「ヴィリアの歌」ほか

＜出演者のひと言＞ 誰もがよく知っている歌、どこか
で聴いた調べをあなたに贈ります。◎水澤節子（ソ
プラノ。大阪教育大学大学院修了。関西二期会正
会員。兵庫県芸術奨励賞等多数受賞。神戸クラシッ
ク協会主宰）◎日隈葉子（ソプラノ）◎大木有子（ソ
プラノ）◎春名真由美（ソプラノ）◎雁瀬由香（ピ
アノ）◎神吉佐智恵（ピアノ）

エントランスホールにて　14:00～　無料

■ 美術館の調べ

１１月９日（日）
山本尚美 ピアノリサイタル
＜演奏曲目＞ バッハ「シャコンヌ」（ブゾーニ
編）／モーツァルト「幻想曲 ニ短調K397」／
シューベルト「即興曲第3番 変ト長調D899」ほか

＜出演者のひと言＞ 作曲家たちの素晴らしい音楽を
皆さまと共有できますように。◎山本尚美（ピアノ。
ドイツ・リューベック音楽大卒業。マーラー国際ピア
ノコンクールヤナーチェク特別賞受賞）

エントランスホールにて　14:00～　無料

木
きどうじゅんこ

藤純子展

１２月６日（土）～１２月２１日（日）
※12月22日（月/休館日）は屋外から見る特別展示を行います。

会場：当館アトリエ１他、館内各所

無料

注目作家を紹介するシリー

ズ展です。今回は、ささや

かな介入によって場の特性

を転倒させるインスタレー

ションを手がける木藤純子

（1976-　）を紹介します。

■ 世界の音楽

１０月４日（土）
ヤジャ・ザポルスカ＆榊原契保
ジョイントリサイタル
＜演奏曲目＞ ショパン「マズルカ
作品７-1」「スケルツォ第２番作品31」／歌曲｢別れの
曲｣／モニューシコ「オペラ『ハルカ』よりアリア」ほか

＜出演者のひと言＞ ショパンとその時代の作曲家の
作品を中心に、本場ポーランドの歌声をお楽しみ下
さい。◎ヤジャ・ザポルスカ（ソプラノ。ポーランド
生まれ。国立カトヴィツェ音楽大卒業。在学中から
ヨーロッパ各地で演奏活動）◎榊原契保（ピアノ。
京都市立芸術大、ポーランド国立カトヴィツェ音楽
大学院ピアノ研究科卒業。ヨーロッパ、アジア各地
で演奏活動を行い、訪問先の学校や施設等に音楽
を届ける活動も行っている）

ホワイエにて　14:00～　無料

木藤純子　《Skypot》　2008 年
撮影：福永一夫（参考図版）

７月１９日（土）～１１月９日（日）
館外作品を中心とした小企画展

美術の中のかたち―手で見る造形

横山裕一展
「これがそれだがふれてみよ」

視覚に障がいのある方たちにも美術鑑賞の機会を

持っていただきといという思いから毎年開催してい

る企画です。「手で見る」という比喩は、作品に触っ

て鑑賞することを示しますが、今回は横山裕一氏

のネオ漫画と呼ばれる、触るだけでは内容を理解

することの出来ない表現を積極的に取り入れ、言葉

の力を使っての作品鑑賞も試みます。

関連イベント

■ 横山裕一さんのサイン会

10月5日（日）　12:30～13：30
※詳細は美術館のHPをご覧ください。

収蔵品によるテーマ展

「鳥・獣・人・等～新収蔵品を交えて」
40年以上にわたって拡大を続けてきた当館のコレ

クション。昨年度新たに所蔵された新収蔵作品を

それらと関連性のある既存の作品とともに展示し

ます。「鳥と獣たちの祭」「対決―新旧時代小説挿

絵」「大型版画の世界」「女性彫刻の競演」それぞ

れテーマに沿ってますます充実していく

当館のコレクションの一端を紹介します。

関連イベント

■ こどものイベント  「美術館探検ツアー2014」
10月11日（土）　10:30 ～15:30
アトリエ2にて　定員30名　要事前申込
詳細は最終ページのこどもプログラム欄
をご覧ください。

■ ミュージアム・ボランティアによるガイドツアー

会期中の金・土・日曜　13:00～（約45分）
エントランスに集合
参加無料（内容により要観覧券）

阪神・淡路大震災 20 年展

阪神・淡路大震災から20 年

１１月２２日（土）～2015年３月８日（日）

2015 年 1月17日は、阪神・淡

路大震災から数えて 20 年にあ

たります。震災の記憶を風化させ

ず、それを後世に伝えていくため

にも、この日を会期に含む第 3 期

に、震災をテーマとした展覧会を

開催します。収蔵品にとどまらず、

テーマにふさわしい作品も借用し

て開催の予定です。

阪神・淡路大震災 20 年展

日本スイス国交樹立 150 周年記念

フェルディナント・ホドラー展

2015年１月２４日（土）～４月５日（日）

スイスを代表する画家フェルディナント・ホドラー

（1853-1918）は、19世紀から20世紀にかけて、「パラレ

リズム」と称する装飾的かつ象徴的な作風を展開し、

人物画や風景画に独自の世界を切り開きました。日本

で約40年ぶりとなる今回のホドラー展では、こうした彼

の画業を、国内外からの約90点の作品で振り返ります。

エントランスホールでのコンサートや名画上映会をは

じめ、館内のさまざまな空間を使って有料、無料の

イベントを多彩に展開します。

ヤジャ・ザポルスカ

農頭奈緒

井上いづみ

《シェーブルから見たレマン湖》　1905 年
ジュネーヴ美術・歴史博物館蔵
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横山裕一　《ふれてみよ①〈花園〉》　2014 年　© Yuichi Yokoyama
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